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検索用情報の入力について 

 

１．共有者の検索用情報の入力について 

 

 共有者の検索用情報の入力については、申請用総合ソフトは入力することはできないため、５月２０

日リリースのバージョンより共有者の場合に検索用情報を入力できないように制限いたしました。 

 

・申請用総合ソフトで共有者を選択した場合 

 

・所有者を選択した場合 

 

共有者として申請される場合は検索用情報の申出書を別途、オンラインもしくは書面で申出する必要が

ございます。 

 

２ｉｎ１の不動産システムでは、共有申請の場合に検索用情報を同時申請する場合は設定を変更し、所

有者として申請書を作成してください。 

 

  

検索⽤情報の⼊⼒欄なし 

検索⽤情報の⼊⼒欄あり 
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不動産システムでの設定の変更手順 

［設定］＞［申請書設定］＞［権利２タブ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞不動産登記の書式と解説第３巻 権利に関する登記総説、所有権の保存に関する登記／不動産

登記実務研究会 著の P137 書式３ 共有者の全員から申請する場合 

 

 

  

①チェックを外してください 

②決定をクリックしてください 
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委任状に生年月日・メールアドレスの記入欄を追加する方法 

 

 権利者の署名欄に生年月日とメールアドレスの記入欄を追加することが可能です。 

 「設定」→「添付書類設定」→「委任状・その他書類タブ」を選択します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力形式（権利者）の枠内に出力したい文字を直接入力します 

例 生年月日    『下線』 

  メールアドレス 『下線』 

を追加すると委任状出力時に以下の様に出力されます。 

 

 

 

 

 

  

②チェックします 

①選択 

③委任者欄を編集します 
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検索用情報を通知しない場合の操作について 

 

 検索用情報を通知しない、もしくは検索用情報が未定の場合は権利者（所有者もしくは相続人）を選択

時に確認のメッセージが表示されます。 

「はい」を選択すると、申請データの作成に進みますので、通常の申請書の作成と同様に操作してくださ

い。 

 

 

 

 

②決定ボタンをクリック 
①「はい」をクリック 


